
・午前９時から午後５時まで

・１２月２９日から翌年１月３日まで

・その他市長が必要と認める業務

・総合福祉センターまつり，三世代交流餅つき大会，ふれあい交流会等

（別紙３）

平成２６年度　指定管理者業務実績シート

作成年月日　平成２７年６月３０日

部 保健福祉部 課 地域福祉課

　平成２７年３月３１日まで

　指定管理者の特別な
　要件

　設置目的
　障がい者，老人，母子および寡婦，児童等に対して総合的に各種の福祉
サービスを提供し，市民の福祉の増進を図る

　施設名・所在地
　函館市総合福祉センター
　函館市若松町３３番６号

　設置条例 　函館市総合福祉センター条例

　指定管理者名
　社会福祉法人函館市社会福祉協議会

　指定期間
　平成２４年４月　１日から

会長　奥野　秀雄

　耐用年数 　延床面積８，６６２．８１㎡
　開館時間 ・午前９時から午後９時まで

　障害者福祉センター（プールは午前１０時から午後８時まで），母子・
父子福祉センター，多目的ホール，会議室

　老人福祉センター，介護相談センター（介護浴室は午前１０時から午後
４時まで），福祉情報センター，児童センター（４月から９月までは午前
９時から午後６時まで）

　設置年月 　平成６年４月１日 　建設費 ３，４０６，２７５千円

　構造規模等 　鉄筋鉄骨コンクリート造　地下１階地上５階建

 １　指定管理者が行う業務の内容および実施状況
（1）管理業務

・函館市総合福祉センター条例第３条および５条から第１０条までに規定する事業の実施。
・施設の使用許可及び制限に関すること。
・施設維持管理に関すること。

（3）自主事業　

　休館日 ・月曜日（月曜日が休日（国民の祝日に関する法律に規定する休日をい
う。）に当たるときは，その翌日）

・上記休館日のほかプールは第２および第４を除く金曜日，福祉情報セン
ターは祝日，介護相談センターおよび障がい者福祉センター（入浴サービ
ス）は，日曜日，祝日も休館

　料金体系
　□利用料金制の採用の有無
　　無

○総評　・満足度は概ね高いと言える。
・利用者からの苦情，要望については，都度対応しており，アンケート結果を事業の
改善に有効活用している。

　２　市民サービス向上のためのその他の取り組み実績
・施設利用の推進を図るため，広報誌等を活用し，広く市民に周知を図った。
・視覚障がい者の安全確保のため，１階ホールへ誘導マットを敷設した。

　３　市民ニーズの把握の実施状況
・アンケートの実施（随時）
○館内各階に設置した回収箱に投函されたアンケート用紙を，月１回集計（回答枚数　332枚）

選定
区分

非公募
　特になし

（2）委託業務
・総合福祉センター使用料収納事務委託



①社会福祉協議会に対する補助金・委託料の総合的な見直しに伴う
　指定管理委託料見直しの協議（実施：平成２６年７～１１月）
②事業報告書の確認（実施：平成２７年６月）
・利用状況報告書（月報）などとの照合・確認

← 指 定 期 間 →

← 指 定 期 間 →

　４　施設の利用状況
・平成２６年度の月別利用者数 （人）

４月 ５月 ６月 ７月 ８月

30,993

３月 合計

障がい者福祉センター 2,855 2,540 2,752 2,980 2,350 2,712 2,623

９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月

1,869 1,996 1,772 1,481

2,761 2,048 2,011 2,384 2,977

911 707 577 769 751 9,272

1,694 20,257

母子福祉センター 782 837 836 788 724 783 807

1,595 1,750 1,741 1,549 1,408 1,455老人福祉センター 1,947

29,543

2,440 27,205

多目的ホール 2,445 2,379 2,538 2,471 2,410 2,260 3,536

2,059 2,358 2,723 1,750 1,614 1,868児童センター 2,770 2,255 2,544 2,795 2,029

2,876 2,938 2,760 2,608

3,108 2,040 1,735 2,518 2,103

726 560 505 573 568 7,656

2,782 32,193

その他 694 667 699 680 640 580 764

2,321 2,828 3,015 2,170 2,046 2,439会議室 3,410

13,315 157,119

・年度別利用者数（人）

平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 平成２６年度

12,310 14,666 14,985 10,824 9,896 12,006計 14,903 13,423 14,303 14,246 12,242

  ５　指定管理者の収支状況
（千円）

平成２４年度 平成２５年度 平成２６年度

利用者数 177,761 168,403 163,193 157,119

維持管理費 112,502 111,257 113,414

収入（管理委託料） 189,714 187,173 192,521
支　出 人件費 59,498 57,625 58,400

一般管理費 8,948 8,987 9,296
運営費 4,277 4,759 4,275

消費税 4,489 4,545 7,136
計 189,714 187,173 192,521

　・書類確認による実施／利用状況報告書（月報）との照合
　③収支状況報告（実施：平成２７年５月）
　・書類確認による実施／収支計画書および収支決算書との照合
　④団体の経営状況を証明する書類（実施：平成２７年５月）
　・書類確認による実施／収支計画書および収支決算書との照合
（２）利用者アンケートに関するもの

　６　モニタリングの実施状況および指定管理者に対する改善指示等の実施状況
（１）事業報告書（年次）に関するもの
　①事業実施状況報告（実施：平成２７年５月）
　・書類確認による実施／事業実施計画との照合
　②利用状況報告（実施：平成２７年５月）

当該施設の利用者
一人当たり税金投入コスト 1.13 1.15 1.23

（６）指定管理者による自己評価の実施（平成２７年４月）
（７）市の指定管理者に対する実績評価の実施（平成２７年６月）

　①アンケート実施報告（実施：平成２７年５月）
　・書類確認による実施／アンケート実施報告書（月報）との照合
（３）その他報告書に関するもの
　①事故・苦情等（該当する事案なし）
（４）実地調査によるモニタリング

（５）指定管理者に対する改善指示等の実施状況／該当する事案なし



　７　指定管理者に対する評価

 ①　指定管理者の自己評価
区分 評価 評価の内容 課題と今後の対応

　業務の履行の ■Ａ ・仕様書に基づき，各種業
務を適正に執行した。
・従業者の十分な配置に努
め，労働条件，賃金水準を
適正に確保した。

各種研修の充実とともに防
災訓練等の実施や，設備業
者や職員間のさらなる連携
を図り，安心で利用しやす
い施設に努めたい。

　状況 □Ｂ
□Ｃ
□Ｄ

　団体の経営 □Ａ
・施設老朽化による維持修
繕費の増があったが，光熱
水費等の節減に努めたこと
により委託料内で収めるこ
とができた。

施設の老朽化による修繕費
が増加傾向にあることか
ら，今後は事務経費節減と
ともに修繕の計画的な執行
に努めていきたい。

　状況 ■Ｂ
□Ｃ

　サービスの □Ａ ・利用者アンケートに寄せ
られた苦情，要望に速やか
に応えた。
・個人情報保護規定に基づ
き，漏洩防止に務めた。

アンケートなどの意見を参
考に，サービスの改善・向
上に努めていきたい。今後
は，ＨＰ等を通じてＰＲ促
進に努めたい。

　質の状況 ■Ｂ
□Ｃ

□Ｄ

評価 評価の内容 課題と今後の対応

　業務の履行の □Ａ

・計画書，仕様書に基づ
き，事業は適正に行われた
と認められる。

設備等の不具合発生時に
は，設備業者等と連携し迅
速な対応を図り，利用者へ
のサービス向上に努めてい
ただきたい。

　状況 ■Ｂ
□Ｃ
□Ｄ

　サービスの □Ａ
・特にクレームが寄せられ
ることもなく，水準どおり
のサービス提供が行われた
と認められる。

■Ｂ
□Ｃ

毎月のアンケート実施のほ
か，利用者や入居団体など
と連絡会議等を実施し，利
用者ニーズを施設運営に反
映させ，利用者の増に努め
ていただきたい。

　質の状況 ■Ｂ
□Ｃ
□Ｄ

　団体の経営 □Ａ

・指定管理委託料内で事業
実施しており，概ね安定的
な経営がなされている。

老朽化に伴い増加する維持
管理費については，経常経
費の節減や計画的執行に心
掛け，施設の安定的な運営
に努めていただきたい。

　状況

 ②　市の指定管理者に対する実績評価
区分

Ａ 協定書を遵守し，事業計画書及び仕様書の水準以上がなされている。
（事業収支，経営状況に問題はない）

（事業収支，経営状況に早急な改善を要する）

Ｄ 協定書や事業計画書に不履行がある。または，業務水準を満たしていない。

Ｂ 協定書を遵守し，事業計画書及び仕様書の水準どおり行われている。
（事業収支，経営状況の今後に注意を要する）

Ｃ 協定書を遵守しているが，事業計画書及び仕様書の水準をやや満たしておらず，
課題がある。


